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((((（ ))))）H‐術行政，|＝弱

るため，これを有効に利用するためにはエネルギー貯

蔵技術の確立が急務とされている．

科学技術庁資源調査所では，蓄電池，蓄熱，フライ

ホイール，超伝導コイルなど新しいエネルギー貯蔵技

術に関する貯蔵特性や立地環境，開発の見通しなどを

技術的な側面から評価した調査結果をまとめ発表した．

貯蔵技術の要因別評価は次の表のとおりである．

エネルギー貯蔵技術

資源調査所の基礎調査のまとめ

昨今のエネルギー情勢のもとで，石油代替エネルギ

ーとしての石炭利用技術や原子力の開発と共に，太陽

や風力などの自然エネルギーの開発が盛んである．し

かし，これら自然エネルギーは自然条件の制約を受け

表1いろいろなエネルギー貯蔵技術の要因別評価
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(注）立地環境特性A：ほとんど問題ない，B：設置にあたり,配慮が必要，C：対策について十分検討を要する．
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